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技術の概要

1.　次世代技術研究所「T-FIELD/SATTE」は、2026年2月より本格稼働を開始
2.　次世代技術実証センター｢T-FIELD/TAMURA｣は2026年6月より本格稼働を開始

1.　次世代技術研究所「T-FIELD/SATTE」は、国内初のゼロカーボンビルを核に、舗装道路の材料開発・製造・施
工検証までを行います。民間で最大規模の最新型ＤＸ対応の輪荷重試験機は、車両走行を模擬した繰り返し載荷
を行い、コンクリート床版の耐久性を評価します。アスファルト/コンクリート製造ラボはCO2を固定したアスファルト
混合物や代替燃料を用いた製造実験、脱炭素・再生資材を原料としたコンクリートの製造実験を大型プラントで実
施します。また製造した舗装用材料やDXを用いた舗装施工技術をヤード実験で検証します
2.　次世代技術実証センター｢T-FIELD/TAMURA｣は、民間施設として国内初となる実寸大舗装の耐久性を評価す
る実証実験走路を備えています。1周909mの楕円形コースに低炭素、高耐久アスファルト舗装など異なる舗装材
料・構造を18区画に配置し、同一条件で耐久性を比較・評価します。

３．技術の効果

1.　次世代技術研究所「T-FIELD/SATTE」は、舗装道路の材料開発・製造・施工検証まで同一敷地内で完結でき
るので、脱炭素技術の開発速度を高めます。
2.　次世代技術実証センター｢T-FIELD/TAMURA｣は、5台の無人大型トレーラーによる昼夜連続の自動運転走行
で実証を行い、実際の道路舗装設計年数に相当する耐久性評価期間を1/3程度以下に短縮できます。

４．技術の適用範囲

舗装で使われる、アスファルト、コンクリートおよび舗装道路の構造に関する、開発・検証を行うことがで
きます。

５．活用実績

２．技術の内容

技 術 概 要 書　（様式）

インフラDX 　 安全・防災　 　維持管理  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

１．技術開発の背景及び契機

大成建設グループは、次世代舗装技術の材料開発から評価・実証までを一気通貫で実施する体制を整
え、CO2排出量削減による脱炭素、資源循環、DXに取り組み、社会実装を加速することで、これらの技
術の早期実現に貢献します。
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